
Kobe University Repository : Kernel

PDF issue: 2025-06-17

<資料>植民及び殖民地の字義

(Citation)
国民経済雑誌,43(2):300-314

(Issue Date)
1927-08

(Resource Type)
departmental bulletin paper

(Version)
Version of Record

(JaLCDOI)
https://doi.org/10.24546/00054000

(URL)
https://hdl.handle.net/20.500.14094/00054000

長田, 三郎



弟
四
十
三
億

第
こ
妨

植

民

及

び
植

民
地

の
字
義

へ
三

〇〇
)
】こ
こ

長

田

三

日

次

IP癌
艮
u
植
民
｡

二

~械
艮
及
び
椅
民
地
を
意
味
す
る
語
涼

『
Tt
p
エ
ア
』
O

三
､
7
ポ
イ
キ
7
及
び
タ
レ
ル
七
ア
｡

t
.
殖

民
だ

植

民

長
崎
高
等
商
業
畢
校
教
授
武
藤
真
横
氏
は
､
今

を
去
る
十
年
前
即
大
空

ハ
年
に

『
国
家
拳
骨
雑
誌
』
第
三
十

山
容
第
十
二
親
に
於

て
'
邦
語
の

『
植
民
』
な
る
名
節
の
起
源
に
試
て
､
寛
に
博
該
と
精
密
の
限
り
を
蓋
し
て
敦
究
哲
表
せ
ら
る
る
所
が
あ
っ
た
｡
(鼓
1)

私
は
今
そ
れ
と
同
じ
様
な
論
議
を
寅
さ
ん
と
す
る
意
は
少
し
も
な
い
.
併
し
な
が
ら
'
橿
民
政
策
の
研
究
上
'
適
･
不
適
は
別
と
し

て
~
恨
令

7
般
的
傾
向
の
み
に
よ
っ
て
も

罰
稽
』
等
を
用
ふ
る
か
､
そ
れ
と
も

『
桔
』
字
を
用
ふ
る
か
む
此
際
決
定
し
て
お
-
こ
と

は
強
ち
無
用
で
な
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
｡

ヽ

l_

武
藤
教
授
は
前
端
給
文
中
の
山
節
に
於
て

『
我
国
に
於
て
往
昔
棺
と
苑
と
区
別
な
く
使
用
せ
ら
れ
た
る
等
古
語
拾
遺

(辞
書
類
従

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

弟
十
六
輯
碓
部
)
に
苑
殻
威
種
の
句
あ
り
又
大
日
本
地
名
が
書
中
麻
植
郡
の
部
に
麻
植
は
膏
麻
苑
に
作
る
と
あ
る
に
よ
り
て
も
知
る



I(
し
』
(警
)
と
言
っ
て
居
ら
る
る
こ
と
を
凝
て
も
明
か
怒
る
が
如
く
-
蜜
に
礁
凍
右
の
繭
文
字
は
何
等
国
別
せ
ら
る
る
と
と
な
く
使

用
せ
ら
れ
て
凍
た
の
で
あ
る
｡
今
試
み
に
私
の
手
許
に
あ
る
和
漢
｡
漢
和

｡
英
和
｡
和
英
の
新
嘗
の
順
に
従
っ
て
検
す
る
に
甚
だ
不

秩
序
な
る
考
誰
で
は
あ
る
が
'
大
略
次
の
如
き
革
質
と
結
果
と
を
得
た
の
で
あ
る
.

ヽ
ヽ

党
づ
和
漢
尉
事
か
ら
播
き
始
め
よ
う
｡
明
治
廿
九
年
蛮
行
の
大
槻
文
彦
著

『言
海
』
第
十
版

(
五
〇
七
貫
)
に
は

『
殖
民
』
(竺
)

0
0

同
些

毒

落
合
直
衣
著

『
JJ
と
は
の
い
つ
み
』
第
五
版

(
七

一
八
-
七

一
九
頁
)
に
は
右
と
反
射
に
『
植

民

』

'
降
っ
て
同
四
十
四
年

ヽ
ヽ

0
0

金
揮
正
三
郎
編

『
酎
林
』
(
七
六
三
TPRr)
に
は

『
殖
民
』
と

『
植
民
)』
'同
四
十
五
年
久
保
得
二
編

『
新
式
大
尉
林
宍
六
二
五
貫
)
に
は

ヽ
ヽ

o
o

ヽ
ヽ

『
言
海
』
と
同
じ
-

『殖
民
』
と
あ
り
.
又
大
雪

一年
六
合
縮
重
行
の

『
い
ろ
は
辞
典
』
に
は
『
植

民

』
と
『
(殖
民
)
』
と
の
如
-
金

0
0

ヽ
ヽ

棒
氏
の

『
尉
林
』
と
は
反
封
に
挿
入
せ
ら
れ
'
同
三
年
郁
文
舎
編
粥
の

『
酎
海
』
(
7
三
七
五
菜
)
に
も

『
植
民
』
と

『
(宛
民
)
』
と

〇
〇

ヽ
ヽ

あ
り
'
大
正
五
年
上
田
高
年

･
松
井
儲
治
共
著
の

『
大
日
本
隠
語
新
興
』
(
二

三
六
頁
)
に
も
亦

『
植
民
』
と
『
(宛
民
)』
と
あ
る
.

ヽ
ヽ

0
0

と
れ
丈
の
材
料
上
に
推
察
を
下
す
JJ
と
は
甚
だ
危
険
で
は
あ
る
が
'
尭
づ
大
鰐
的
傾
向
と
し
て
は
､『
殖

民
』
の
み
ょ
り

『植
民』
を

ヽ
ヽ

0
0

0
0

ヽ
ヽ

も
加
へ
､
又

『
宛
民
』
と
『
(
植
民
)』
と
よ
Je
;

『
植
民
』
と
『
(殖
民
)』
へ
と
進
ん
で
凍
て
居
る
が
様
に
思
は
れ
る
.

ヽ
ヽ

攻
に
漢
和
字
音
を
槍
す
る
に
､
大
聖

二
年
芳
賀
剛
太
郎
著

『
漢
和
大
尉
書
』
(
l
二

7
四
頁
)
に
は

『
宛
民
』
'同
五
年
服
部
字
之
昔
･

ヽ
ヽ

0
0

小
柳
司
気
大
共
著

『
詳
解
漢
和
大
辞
典
』
(
九

二

頁
)
に
は

『宛
民
』
『
(
7
説
に
栢
民
に
作
る
)』
と
あ
少
､
同
六
年
柴
田
猛
拷
外
四

〇
〇

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

o
o

名
共
編
の

『
大
字
典
』
(
二

七
四
百
)
に
は

『
植
民
』
『
(宛
民
)
』
.
同
尉
典
の
他
の
部
(
7
二
四
五
頁
)
に
は

『
殖
民
』
『
(
植
民
)』

ヽ
ヽ

0
0

と
あ
り
､
同
十
二
年
筒
野
道
明
著
の

『
字
頭
』
二

〇
二
五
冥
)
に
は

『苑
民
』
『
(
植
民
)
』
と
あ
る
｡
以
上
に
よ
っ
て
観
る
と
古
く
は

耗
艮
及
び
植
民
地
の
字
義

(
二
o
一
)

】こ
177



秀
四
十
三
春

第
二
妨

(
三
〇
二
)

1
二
四

ヽ
ヽ

〇

〇

『苑
民
』
の
み
で
あ
っ
た
が
､
近
頃
は
『
植

民

』
を
も
用
ひ
ら
る
る
傾
向
が
あ
る
が
様
で
あ
る
｡
併
し
前
掲
の
和
漢
酎
書
の
場
合
に
於

ゆ
る
程
明
か
な
る
傾
向
は
認
め
ら
れ
な
い
.
私
は
引
用
の
序
で
に
7
支
部
語
群
興
と
､
田
拳
酎
典
の

T
t
こ
の
も
の
に
服
を
通
し
た

ヽ
ヽ

い
｡
民
国
四
年

(
大
正
四
年
)
商
務
印
寄
鐸
空
行

『
酎
汝
』
上
.
(辰
二
〇
七
頁
)
に
は

『
頻
民
』
と
あ
少

.
(註
四)

大
正
六
年
石
山
満

ヽ
ヽ

0
0

治
編

『
担
文
夫
新
堂
簸

1
0
四
三
頁
)
に
は

『
宛
民
』
.同
十
五
年
服
部
換
著

『
日
華
大
群
典
』
(
五
九
八
東
)
に
は

『植
民』.同
辞
典

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

0
0

の
他
の
部
(
六
二
四
頁
)
に
は
『苑
民
』
と
あ
っ
て
､
こ
れ
亦

『苑
民
』
の
み
か
ら
『
植

民

』
を
も
用
ひ
ら
る
る
に
到
る
傾
向
が
あ
る
｡

私
は
更
に
旗
を
厭
は
ず
､
次
の
順
序
た
る
英
和
群
書
に
移
る
で
あ
ら
う
｡
明
治
五
年
襲
行
の

『
英
和
封
帯
解
書
EE(
八
五
枚
目
)
に

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

は

"
C
otony
"

の
詩
語
と
し
て

『
宛
民
･
苑
民
所
』
と
あ
り
､
同
十
五
年
､
柴
悶
昌
吉

･
子
安
唆
同
著
の
『英
和
字
愛
』
(
一
八
八
頁
)

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

に
は
'
同
じ
-
右
の
謬
語
と
し
て
『
属
地

･
殖
民
地

･
殖
民
』
と
あ
り
'同
廿
九
年
島
田
塁
著

ELE
l
gl
ish･Japan
ese
D
iction
ary
"
(
1

ヽ
ヽ

六
三
-

1
六
四
頁
)
に
は
『
移
住
民

｡
宛
民
･
属
地

｡
新
開
地

｡
開
拓
地
』
と
あ
り

､

同
三
十
三
年
'
三
省
堂
発
行
の

『
ウ
ェ
ブ
ス
タ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ー
氏
和
讃
芋
虫
』
に
は

『
属
地

｡
宛
民
地
･
苑
民
』
と
辞
さ
れ
.
同
四
十
五
年
入
江
統
衝
編

『
詳
解
英
和
辞
典
』
(
二
〇
六
頁
)
に
は

O
O

O
O
O

O
O

O
O
O

『
梧

氏

･
植

民

地

』
と
あ
り
'
降
っ
て
大
璽

毒

増
田
藤
之
助
著

『
新
撰
英
和
酎
典
』
(
二

7
九
頁
)

に
は
『
植

民

･
植

民

地

･
属
地
JZと

0
0
0

0
0

あ
少
､
同
年
金
港
賢
哲
行

『
大
正
英
和
新
興
』
(
二
四
八
頁
)
に
は
『
植

民

地

,
属
地
･
植

民

』
と
辞
さ
れ
､
同
十
年
藤
岡
勝
二
苦
り
大

0
0

0
0
0

英
和
鮮
典
』
(
四
六
八
買
)
〉に
も
『
植

民

･
植

民

地

』

と
あ
少
､
宅
十

7
年
井
上
十
吾
著

『
井
上
英
和
大
辞
典
』
(
三
五
六
頁
)
に
は

0

0

0

o
o

o
o
o

『
植

民

地

･
･････』
と
あ
り
､
叉
昭
和
二
年
岡
倉
由
三
郎
編

『
新
英
和
大
尉
典
』
(二
七
7
頁
)
に
も
F
.植

民

･
植

民

地

』

と
浮
出
せ
ら
れ

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

七
居
る
O
右
の
如
-
英
和
酔
客
の
み
に
就
て
雛
祭
す
れ
ば
.
同
じ
｡
c
o
to
n
y
"
な
る
語
も
､
犬
鰹
に
於
て
苗
-
旺

『
殖
民

.
苑
民
地
』



O

O

O

O

O

と
の
如
く
､
新
し
く
は
『
植

民

･
植

民

地

』
と
の
如
く
専
ら
未
編
を
用
払
ら
れ
､
雨
も
そ
の
用
請
上
の
傾
向
は
和
漢

･
藻
和
の
敵
字

書
の
場
合
に
於
け
る
よ
少
も
甚
だ
明
瞭
で
あ
る
｡

ヽ
ヽ

最
後
に
私
竺

7717の
和
英
か
署
を
顧
る
で
あ
ら
う
.
明
治
肝
二
年
三
省
堂
専
行
の
『
和
英
大
辞
典
』
(
三
H

二
貰
)
に
は
『殖
民
』
.

ヽ
ヽ

0
0
0

同
四
十
四
年
井
上
十
苦
著

『
新
謬
和
英
大
和
典
』
(
1
四
山ハ
七
買
)
に
は

『
殖
民
｡
植
民
地
』
､大
正
十
年
右
同
氏
著

『
井
上
和
英
大
静

ヽ
ヽ

0
0

0
0

典
』
(
二
二
七

l
買
)
に
は
『
殖
民

･
植
民
』
､同
十
三
年
武
侶
由
太
郎
著

『
和
英
大
尉
典
』
(
7
八
九
九
頁
)
に
は

『
植
民
』
､
同
年
竹
原

o
O

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

0
0

常
大
著

『
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
和
英
大
尉
典
』
(
二

二
八
景
)
に
は

『
植
民

･
殖
民
』
と
あ
っ
て
､
と
れ
亦
『宛
民
』
の
み
よ
り

『
植
民
』

を
も
用
g
)ら
る
る
傾
向
を
弟
分
辿
っ
て
居
る
が
様
で
あ
る
0

翻
っ
て
従
凍
我
国
に
於
七

行
は
れ
し
幾
多
の
植
民
攻
策
に
掬
す
る
書
物
は
如
何
な
る
傾
向
を
ボ
し
て
居
る
で
あ
ら
う
か
｡
参
考
材

料
の
多
寡
は
結
論
の
正
否
に
至
大
の
閲
係
を
有
す
る
も
の
な
り
と
考
へ
て
居
る
私
は
､
煩
雑
の
男
と
蛇
足
の
誘
と
を
外
に
し
て
備
考

ヽ
ヽ

詮
し
て
見
た
い
｡
私
は
な
る
べ
く

7
般
的
の
書
物
を
顧
る
で
あ
ら
う
｡
明
治
二
十
凶
年
恒
屋
感
服
著
『
海
外
宛
民
論
』
を
始
め
と
L
t

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

同
三
十
八
年
山
内
正
曝
書

『東
民
論
』
.同
四
十
年
中
内
光
則
著

『
苑
民
地
統
治
論
』
'空
四
十

7
年
山
内
顕
著

『
宛
民
政
箆
汎
論
』
.同

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

0
〇

四
十
五
年
稲
田
周
之
助
著

『
苑
民
政
鷺
』
の
如
き
大
鰻
苗
-
は

『宛
民
』
を
使
用
せ
ら
る
｡
戯
る
に
大
正
二
年
睦
揮
博
士

鐸

『
梧

民

0
0

0
0

o
O

政
策
』
を
始
め
と
し
､
大
正
九
年
山
本
博
士
著
『
拒

民
政
策
研
究
』
､同
十
年
永
井
柳
太
郎
著
『
植

民

原
論
』
､同
年
泉
博
士
著
『
植

民

o

o
O
O

O
O
O

r)
O

地
統
治
論
』
､同
書
十
三
年
販
『
植
民
地

統
治
論
』
.同
年
山
本
博
士
著
『
植

民

地

問
絵
私
見
』
.
十
3
年
松
岡
正
男
著
『
植

民
新
諭
』
-同

o
O

O
O

O
O

o

o

年
相
田
周
之
助
著
『
植

民

政
策
通
解
』
房

十
五
年
失
内
原
忠
雄
著
『
植

民

及

購

民

攻
覚
』
､
同
年
菅
冗
兵
尊
者
F
植

民

閥
衆
論
L
'昭
和

枯
艮
及
び
相
民
地
の
字
義

(三
〇
三
)

一二
五



第
四
十
三
春

第
二
競

(
三
〇
四
)

1
二
六

〇
〇

〇
〇

二
年
小
島
悪
書
『
桔

民

政
策
』
等
畢
げ
て
数

へ
凝
ら
ば
限
り
な
く
､
新
し
き
も
の
の
殆
ど

緒
て
他
植

民

』

を
使
用
さ
れ
て
居
る
｡
即

ヽ
ヽ

○
ウ

興
術
的
用
語
の
大
憶
的
傾
向
は

『苑
民
』
よ
り
『
植

民

』

へ
と
移
り
整
っ
て
来
て
居
る
様
で
あ
っ
て
､
両
も
そ
の
こ
と
は
発
き
に
試

み
た
和
漢

･
漢
和

･
英
和
.
和
英
の
各
節
書
の
場
合
に
於
け
る
よ
り
も
.
確
か
な
る
傾
向
的
認
定
が
輿

へ
得
ら
る
る
の
で
あ
る
.
若

ヽ
ヽ

し
夫
れ
今
日
に
在
つ
て
も
猶

『苑
属
』
を
用
ふ
る
聾
者
そ
の
他
の
社
食
あ
り
と
せ
ぼ
､
寡
聞
の
私
に
は
東
京
商
科
大
串
教
授
山
内
正

瞭
氏
(慧
)
並
に
官
厳
の
出
版
物
及
び
規
定
(莞
)
の
あ
る
も
の
が
JJ
れ
で
あ
ら
う
と
思
は
る
.

ヽ
ヽ

○

以
上
の
各
場
合
を
胡
る
に
.
そ
の
使
用
時
期
及
び
程
度
に
於
て
差
こ
そ
あ
れ
､
大
隈
の
傾
向
と
し
て
は
明
か
に
『
苑
民
』
よ
り
『
植

0民』
へ
と
進
展
し
て
居
る
こ
と
を
知
り
得
た
の
で
あ
る
｡
さ
れ
ば
こ
れ
以
上
に
論
歩
を
進
去
る
こ
と
は
最
初
の
計
毒
よ
り
舵
す
る
と

ヽ
ヽ

0
0

ヽ
ヽ
ヽ

0
0
0

と
と
な
る
.
け
れ
共
､
私
よ
り
更
に
進
ん
で

『
苑
民
JZ
よ
り
も

『
植
民
』
'従
っ
て

『
苑
民
地
』
よ
り
も
『
植

民

地

』
の
方
が
正
し
い

と
断
言
し
て
居
る
]
畢
者
の
見
解
を
参
考
の
た
め
顕
る
JJ
と
と
す
る
で
あ
ら
う
｡
東
京
帝
国
大
挙
矢
内
原
教
授
は
そ
の
著
に
於
て
『
今

0
0

ヽ
ヽ
ヽ

日
畢
術
語
と
し
て
は
諸
畢
者
す
べ
て
植
民
な
る
字
を
蝶
用
し
て
居
る
｡
｢
植
民
地
｣

は
.
'P

t
a
l
t
a
t
i
o
n
"

と
字
毒
相
通
す
.

そ
は
枯

う
る
民
の
地
で
あ
り
'
文
民
を
植
う
る
の
地
で
あ
る
』
(鷲
)
と
い
ふ
の
が
､
寄
軍
説
明
乗
そ
の
理
由
で
あ
る
｡
事
か
不
幸
か
私
は
今

俄
か
に
斬
る
濁
薄
な
る
説
に
は
賀
意
を
表
し
兼
ね
る
.
私
が
他
の
機
骨
に
述
べ
ん
と
す
る
植
民
及
び
植
民
地
の
鷲
質
的
概
念
か
ら
賛

ヽ

○

ヽ
ヽ
ヽ

同
し
兼
ね
る
こ
と
は
別
と
し
て
も
'
唯
翠
に
文
字
上
か
ら
す
る
も

『苑
』
に
も

『
植
』
と
同
棲
に
ウ
ウ
ル
と
S
.ふ
毒
が
あ
る
か
ら
で

ヽ

○

ヽ
ヽ

0
0

あ
る
｡
試
み
に
前
掲

『
大
辞
典
』
を
括
-
と

『殖
性
格
に
通
じ
て
ウ
ウ
ル
』
と
あ
り
'
又

『
字
汝
』
に
も

『
宛
民
』
旺
『
植

民

』
と

臥
じ
な
る
紀
班
が
摺
仏
ら
れ
､
夏
に
面
白
h
JJ
と
に
は
明
治
五
年
の

違

和
封
鐸
鮮
藍

に
は

ニ
C
o
lo
n
iz
a
tio
n
"

を
鐸
す
る
に
督



ウ
ふ

ヽ
ヽ
ヽ

っ
て

『
人
を

頻

る

写
』
又

LLcolonize
"
『
人
を
頻

る
』
と

の
如
-
､
侶
名
字
附
叉
は
慣
名
字
附
怒
ら
す
と
も
明
か
に
ウ

エ
ル
と
讃
ま

七
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
0
回
よ
り
字
書
必
ず
し
も
撮
る
ペ
か
ら
す

.各々
弼
白

の
笹
問
的
立
場
よ
り
断
定
を
下
す
こ
と
は
墜
間

の
進

歩
上
望
ま
し
S
JJ
と
で
は
あ
ら
う
が
､
そ
れ
に
し
て
も
せ
め
て
文
字
上
か
ら
で
も
多
少
の
考
冠
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
か
と
思
ふ
｡
斯

～
.て
私
は
大
臆

に
し
て
危
険
性
多
き
断
言
よ
り
も
､
臆
病

の
戒
を
受
-
る
と
も
危
険
性
少
な
き
傾
向
観
察
'
殊
に
笹
術
的
用
語
上

の

0
0

傾
向
成
案
に
雷
分
満
足
し
て

『
植
民
』
な
る
文
字
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
た

い
｡
(莞

)

(
鼓

1
)

武
藤
教
授
'
邦
語
の
植
民
な
る
名
辞
に
蘭
語
の
搾
な
り
と
の
祝
p
同
上
誌

p
p
.
91I

LL7
,

(
証
二
)

武
藤
教
授
'
前
楓
論
文
､
前
端
香
､
p

,

9

6,(引
用
文
中
の
麻
植
及
び
肺
癌
の
横
の
鮎
に
私
が
附
し
た
.
)

(証
三
)
『
痕
艮
』
と
『
枯
艮
』
と
1
且
し
て
区
別
し
易

JYJが
た
め
今
後
『
砥
艮
』
に
托
桟
に
符
蛇
へヽ

ヽ
)
を
附
し
『
植
民
』
に
は
符
輯
(o
o

)
を
附
す
.

(註
四
)

耗藤
教
授
に
そ
の
轟
照
せ
ら
れ
i1
る

『群
汝
』
(長崎
高
商
所
載
)
_こ
感
涙
叉
にi
植
民

な

る
名
辞
な
し

皇
TIE
は
る
る

も
.
私
の
参

照
ぜ

し
『
辞

意
』
(

大阪高
商
併
萩
)
に
は
上
記
の
如
く
明

や､に
あ

り
｡著
し
両
者
の
版
に
し
て
異
ろ

とぜ
1
.
｢支
那
LL於
て
も

や
が
て
此
文
字
使

用

さ

る
に
室

る
ベ
L
L
と
の
耗
藤
教
授
の
富
の
的
中
せ
る
も
の
な
ら
ん
と
考
(
て
造

P
P

_こ敬
服
す
る
次
第
で

あ
る
｡

(紅
玉
)

山
内
教
授
'
ア
ダ
ム
･
ス
"(
ス
の
感
民
政
束
､
商
撃
研
究
､
第
三

懸
第
三
銭
の
論
文
の
如
L
O

(鼓
六
)

朝
防
食

(印
腐
局
内
)
平
和
嘩
酌
並
に
議
定
香
~
国
際
磯
風
規
約
撃

】十
二
味
の
知
音
~
叉
昨
年
決
定
の
高
等
拳
銃
法
制
経
済
教
授
要
目

の
如
し
｡

(鼓
七
)

矢
内
原
教
授
､
櫨
艮
及
植
民
改
発

p
.
3･5.(植
民
の
横
の
帯
解

(o
o

)
に
私
が
附
L
i1
)
｡

ヽ
ヽ

(艶
八
)
稗
田
博
士
も
そ
の
著
､
柾
氏
改
発
(感
涙
改
発
改
訂
)大
正
十
五
年
版
の
序
文
中
に
於
て
､
『
従
来
､
我
官
厳
及
び
公
飴
の
用
語

に
､r痕
良
し

穂
最

及
び
撮
艮
地
の
争
轟

〇
二
〇
玉
)

1
二
七



穿
均
十
三
巷

弟
こ
錬

(
三
〇
六
)

1
二
八

〇
〇

ヽ
ヽ

〇

〇

な
り
し
_こ
､
荘
年
之
私
攻
め
て

｢植
民
｣
と

籍
す
も
の
寡
'?
ら
ず
､
而
し
て
之
を
鹸
薙
巴
の
原
語

に正
す
と
き
1
'r癌
艮
｣

ェり
t
r
相

良

J
を

ヽ

受
賞
な
り
と

す
｡L
と
述
べ
ら
れ
'
叉
武
藤
教
授
が
決
れ
て
大
槻
文
撃
博
士
に
書
を
寄
せ
て
質
疑
せ
ら
れ
し
時
､
そ
の
返
書
中
の
一
節
_こ

｢癌
の
字

ハ
ユ
ル

サ
サ
ル

○

ヽ
ヽ

は
玉
編
に

生

血

種

也
と
あ
れ
ば
櫨
と
も
相
通
ず
｣

云
々
と

あ
る
.
(前
鴻
論
文
'
前
端
確
認

､
P･
ttS)
偽

1
論
と
7)て
t
P
革
朝
は
噂
租

0
0

の
意
に
用
ひ
ら
れ
L
も
'
近
年
は
必
ず
し
も
そ
の
意
セ
キ
な
以
て
楯

民

と
な
す
と
O
是
等
は
共
に
私
ら
今
後
に
於
げ
ろ
研
究
材
料
た
る
べ
く
､
且

又
廉
く
参
考
と
も
な
る
と

思
惟
L
ii
の
で
此
度
に
附
託
し
た
次
第
で
あ
る
0

二
'
椅

民
及

び
植

民
地
を
意
暁

す

る
語
源

『
コ
:

一
ア
』

バ
ウ
ル
･
ラ
ン
チ
教
授
は
そ
の
轟

に
於
て

『
コ
ロ
ニ
ー

(C
olotly
)
な
る
語
は
泣
典
語
の
'
コ
p
エ
ア

(Colonia)
よ
り
特
化
し
来

り
』
(E
･of
eerinn=
ehi
t
.叩
i.37
ilagog.)
と
讐

'
叉
植
民
芸

と
し
て
有
名
-

夫
の
モ
1
-

が
'
そ
の
蓄

言

質

』
の
緒
論
の
冒

頭
に
於
て

『
箕

語
の
コ

…

ア
よ
姦

し
雷

コ
ロ
ニ
ー
な
る
語
t
!･･････｣
(cH
o･,
oSzZ
fi
i

:･n.Tvhu?.leis.I.6:.y196g)
と
言
ひ
.
又
牛

津
新
英
語
警

中
に
も

コ
ロ
ニ
ー
を
撃

コ
ロ
ニ
ア
に
英
語
警

慧

る
呂
蓋

べ
P
(S
錆

dnL

翌cEonlSlni;5
)
夏
に
ケ
ブ
ナ
-
博

士
が
'
『
右
に
略
述
し
た
譜
現
象
中
か
ら
｢
コ
ロ
ニ
ー
｣
(K
o

lonie)に
裁
て
の
統

7
的
概
念
を
得
る
は
頗
る
困
難
な
る
こ
と
に
屈
し
､

此
の
概
念
の
正
確
な
る
定
義
に
就
て
は
各
図
の
著
書
中
に
も
所
説
匿
々
に
し
て

7
致
す
る
所
が
夜
い
｡
元
凍
杜
典
語
の
｢
コ
ロ
ニ
ア
｣

-

語
は

｢
コ
レ
レ
｣
(
C.lore)
即

｢
義

の
耕
作
｣
-

語
よ
-

し
た
る
も
の
に
し
て
･･････｣

(a.拍
ptnteprSlT
tiinkf.n
Si.rg
.nlg9ion8?ie
)

と
迎
'(

『
コ
ロ
ニ
ー
』
が
そ
の
語
源
を

『
コ
ロ
エ
ア
』
に
宿
す
と
は
断
言
せ
ざ
る
も
.
偽
且
つ
繭
語
を
封
立
的
関
係
に
遣
く
JJ
と
に

よ
り
て
そ
の
旨
を
暗
示
し
て
居
る
の
を
窺
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
0

斯
く
の
加
-
諸
寧
者
の
考
察
す
る
朗
に
よ
れ
ば
.
我
国
の

『
抵
民
』
及
び

『
植
民
地
』
に
該
嘗
す
る
英
語
の

｡O
otony.'
弼
逸
話



め
.'内
o
lo
n
ie"
沸
常
西
語
の
､､q
o
lo
n
ie
二

は
皆
兵
に
投
典
語
の

..C
o
lo
n
i

p"
に
そ
の
語
汝
を
萄
し
て
居
る
が
錘
で
あ
る
｡

果
し
て
然
少
と
せ
ば
撞
典
語
の

『
コ
ロ
エ
ア
』
覆
る
語
の
源
は
何
で
あ
る
か
'
そ
し
て
叉
そ
の
語
の
本
来
的
意
味
及
び
附
加
的
意

味
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
'
夏
に
此
語
を
生
ぜ
し
め
た
羅
馬
に
於
て
は

t
箆
如
何
様
な
る
事
象
に
封
し
て
此
語
を
使
用
せ
ら

れ
た
か
を
究
む
る
こ
と
は
論
理
の
順
序
で
あ
る
.
さ
て

『
コ
ワ
ニ
ア
』
は

『
コ
ロ
ヌ
ス
』
(C
o
tn
us)
I
EETitte
r,far
m
er,
cultiv
a
to
r,

p
ta
n
ter
,
Be
ttter,in
a
new
country｡
1
に
そ
の
語
の
源
を
有
す
る
も
の
で
あ
少
.
従
っ
て
耕
地

｡
地
産

●
定
着
地
(
こ
F
a

m
.hnded

cBtate,
Settlem
ent-

そ
の
本
震

意
警

-

.
(D.
iXcf?orS;r"ye
T{cEoTogLiSt
)
さ
れ
ば
･冒

B
JJ

ア
』
違

初
唯

罫
に写
る

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

精
解
た
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
然
る
に
そ
の
後
土
地
以
外
に
窟
そ
の
土
地
に
定
着
す
る
者
の
囲
鰻
(
こ
A

b
od
y
of
p
e
o
p
le

ヽ

ヽ
ヽ

ヽ

who
sette
il
a
n
eVF

tOCatity
"
)
な
る
人
に
封
す
る
指
稲
と
も
な
り
1'
所
詮

土地
と
人
と
を
併
せ
栴
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
O

(

a
xefa.Hed,･

RNoemweEann
gdlisGh
reE
f:ii.Bnrair.:inE,LCP..1.2Tyi.9
1L2T
cas･)

然

ら

ば

次
に

『

コ
p
エ
ア』
は
如
何
様
な
る
事
象

に
封
し
て
使
用
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
二
刀
来
羅
属
人
は
所
謂
大
国
家
主
義
の

達
成
を
目
的
と
L
J
海
よ
り
も
寧
ろ
陸
地
に
眼
を
注
ぎ
'
そ
の
国
境
を
凡
ゆ
る
方
面
に
浅
張
せ
ん
が
た
め
､
国
家
自
身
の
手
に
よ
り

て
植
民
地
建
設
を
企
て
'
挑
発
し
て
そ
の
覇
を
唱

へ
ん
と
し
､
そ
れ
が
た
め
に
は
専
ら
武
力
的
征
服
を
以
て
し
､
常
時
の
世
界
(T
h
e

world
.fthatage)
誉

近
隣
の
地
中
海
碧

雲

ふ
に
及
ば
ず
'
遠
-
西
部
地
雷

も
著

し
た
の
で
雲

3

(V
o.Ir.増
p.itbF7:

紺
:
aSihitiodf･&
･DSg･.ishEgarotI.onn･iS
figip:a
lnSd.)管
に
斯
-
て
慧

せ
ら
れ
誓

荒

空

領
土
の
流

言

就
て
は
･
夙
に
筈

に
考

慮
を
排
は
し
め
た
所
で
'
モ
ー
タ
ス
の
言
を
誇
れ
ば
'
羅
馬
人
の
指
静
的
反
映
た
る
セ
ン
4
'フ
サ

ゼ
イ
シ
ヨ
ン
の
理
想
を
軍
規
せ
ん

植
民
及
び
植
民
地
の
字
義

(
三
〇
七
)

〓

完



弟
四
十
三
番

第
二
挟

(
三
〇
八
)

〓
310

と
し
､
そ
の
た
め
に
最
初
は
新
獲
得
地
に
向
つ
て
羅
馬
市
民
を
透
る
こ
と
を
考

へ
､
そ
の
誘
引
方
法
と
し
て
は
'
圭
と
し
て
後
備
の

軍
人
に
羅
践
市
民
と
し
て
の
費
柏
を
保
有
せ
し
め
つ
つ
'
新
獲
碍
地
に
於
け
る
7
定
面
責
の
土
地
を
輿
へ
'
農
業
経
営
乗
遼
東
守
備

(co
lo

n
iae
civium
R

om
anol･um
)
の
任
に
告
ら
し
め
.
即
所
謂
屯
田
的
橿
民
の
方
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
｡
然
る
に
そ
の
後
政
曾
改

発
的
見
地
よ
り
､
諌
馬
市
民
に
土
地
を
賦
輿
し
て
救
貧
の
目
的
の
達
成
手
段
と
し
た
の
で
あ
る
が
､
叉
晩
年
に
至
っ
て
常
初
の
屯
田

的
制
度
に
復
路
L
P
屯
田
義
務
(
G
a
rr
i
s.n
d
uty
)
を
課
す
る
に
至
っ
た
O
菜
摘
の
植
民
的
特
質
は
蜜
に
右
の

G
arris.1
duty
を
課

せ
る

cotOn
iae
civium

R
.m
anorum
に
存
す
る
の
で
あ
る
｡
而
て
斬
る
地
約

･
人
的
事
象
に
射
し
て
冒

ロ
こ
ア
』
と
栴
し
た
の
セ

あ
る
が
､
そ
の
後
更
に
そ
れ
等
の
鞄
方
と
同

7
の
待
遇
若
-
は
特
樺
を
輿
へ
ら
る
る
地
方
を
も
亦
こ
の
名
碍
を
以
て
呼

ぶ

に
至

っ

た

O

(

酢

郎
sS
･01錆

Z2a
Ot
け

が･,1P
tT･,,rS!
い
5!･]
撃
鮎

郎

r鮎

.駅
蓑

桝
的
･Le
ci
n

.長

滝

娘
)

這
般
の
事
情
に
就
て
比
較
的
よ
-

総
括
的
に
滑
息
を

健
へ
'

両
も
亦
右
記

述
に
就
て
の
葺
例
を

試
し
て
居
る
牛
津
新
英
語
酎
書

に
私
は
再
び
蝦
を
移
し
'
確
冠
と
参
考

に
供
し
た
い
｡

『
斯
-
て
コ
ロ
エ
ア
は
耕
地

･
地
産

･
定
着
地
の
意
味
を
有
せ
L
と
同
時
に
､
羅
馬
市
民
た
る
特
樺
は
特
に
保
有
し

つ
つ
､
敵
地
若
く
は
新
征
服
地
に
該
市
民
を
移
し
'
彼
等
に
土
地
を
輿

へ
､
兼
ね
て
後
備
の
軍
人
を
以
て
屯

別兵
と
し
て
駐
劉
せ
し

め
'
そ
の
後
右
様
の
地
方
~
叉
は
そ
の
地
方
と
向

7
待
遇
及
び
特
権
を
輿

へ
ら
れ
て
居
る
地
方
.
即
例

へ
ば
英
吉
利
に
於
け
る
藻
馬

的
コ
ロ
ニ
ア
の
九
ヶ
所
中
の

(JOndonJ
13ath.
Ch
eBter'
L
il
COln
の
如
き
諸
地
方
を
も
併
せ
将
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡』

と
｡

(即
xk
f雛

撃

鮎

観

酢

Dp
齢
幣

訳

L&新
駅

二

十

一
撃

鱗
｡
)

ヽ
ヽ

ヽ

之
を
要
す
る
に
､
粒
典
語
の
･B.
TT
P
エ
ア
』
旺
土
地
よ
め
人

へ
の
揖
将
か
ら
'
土
地
と
人
と
の
指
輪
へ
と
壁
越
し
､
積
極
的
野
戦



を
有
し
二
岨
酌
的
植
民
p
詳
言
す
れ
ば
落
馬
の
遼
東
守
備
的

(従
っ
て
孝

へ
ら
る
る
本
鞘
と
の
政
治
的
従
属
関
係
)
粂
農
業
的

･
移

住
的
樽
質
を
有

L
P
面
も
亦
今
日
の

『
コ
ロ
ニ
!
』
の
語
汝
な
り
と

謂
は
ね
ぼ
覆
ら
ぬ
｡
併
し
な
が
ら
右
の
こ
と
は
『
コ
ロ
エ
ア
』
と

『
コ
ワ
ニ
-
』
と
が
全
然
同

山
内
容
を
有
す
る
も
の
た
る
こ
と
と
を
意
味
せ
な
S
の
で
あ
っ
て
~
『
コ
ロ
ニ
I
J]
に
就
て
は
他
の
横
倉

に
そ
の
内
容
を
詳
述
す
る
で
あ
ら
う
が
'
貫
に
指
宿
の
壁
運
上
か
ら
考
ふ
る
も
P『
コ
ロ
ニ
ー
』
は

『
コ
ロ
ニ
ア
』
と
は
反
対
に
象
初

ヽ

ヽ

は
移
り
住
む

地
よ
り
も
寧
ろ
移
り
住

む
人を
指
示
し
た
の
で
あ
っ
て
.
そ
の
JJ
と
に
就
て
は
ル
ー
カ
ス
及
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
共
に

ヽ
ヽ

ヽ

詔
む
る
所
で
は
あ
る
が
も
何
れ
に
す
る
も
『
コ
ロ
｡
ア
』
刊
コ
ワ
ニ
-
』
は
共
に

土
地
と
人
と
を
緒
括
指
碍
す
る
JJ
と
聞
達
ひ
は
な
S
o

(

∵
:Lt.;.･･,JL'i.Ll.:.....
']･.
;I.:.:･.I.''･
'142'
:I;
･L;.)

叫品
､

『
ア
ポ
T

キ
ア
』

及

び

『
ク

レ

ル

ヒ
ア
』

『
コ
三

ア
』
の
観
念
は
挙

上
述
べ
た
が
枝
で
あ
る
O
然
る
に
落
馬
の
学
者
は
希
隠
語
の

『
ア
ポ
イ
キ
ア
』
(d
TrOLk
(a
)
即
希
隠
人
の

冨

よ
り
の
品

(p30
PTIe
fro-
h
.-
e)
姦

す
る
に
完

前
述
の
『
コ
ロ
ニ
ア
』
を
撃

し
雷

で
あ
る
が
'
(S
IFsfh.rdd

iTt;ownaErTy;

描
,0,7･.㌻

芸

崖

で
も
あ
ら
ん
か
議

団
の
論
者
に
し
て
這

典
語
の

『
｡
…

ア
』
に
該
讐

る
希
曝
語
淀

の
『
ア
貿

手
ア
』

で
告

と
誓

し
て
-

も
の
が
あ
る
｡

(蛸
遇

断
愉
い
.蛸
)

果
し
て
管

で
-

う
か
｡

元
来

『
ア
ガ
イ
キ
ア
』
は

d
/7
(aw
ay
fr.m
))
oEk
ia
(bu
itding
)
h
ouseTd
evettin
ou)
の
合
成
的
意
義
で
､
ケ
ラ
ー
博
士
の
言
を

薄
れ
tid
h
o-
e
iLW
a"
fr
.m

h
.m
e
の
意
で
雷

二

Ta;iltenr
,･
pC..io2Ti-)

ェ
ヂ
ャ

-

ン
教
授
の
言
に
讐

ば
ー
『
放
棄

(aban
d
Q
n･

m
en
t)
-

意
で
あ
る
と
差

説
明
墨

等

』
(鍔

tp..n

iT.)と
の
こ
と
で
あ
り
.
叉
ケ
ブ
ナ
品

士
の
言
に
従

へ
ば

『
国
民
の
7

砿
既
及
び
鰻
濃
地
の
争
哉

三

〇
九
)

〓

誉



幕
珂
十
]]]_

算
二
讃

(三
]
0
)

〓ニ
こ

部
票

本
望

毒

し
て
猫
芸

同
遷

姦

く
る
誓

』
(aT
関

門
,
6A.A)
義

元
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
如
-
､

そ
の
他
碧

の

表
現
方
法
は
あ
る
が
､
要
す
る
に

『
ア
ポ
イ
ヰ
ア
』
妊

喜

市
(
印
母
国
著
-
は
本
国
)
と
望

表

的
関
係
は
あ
る
も
.
他
の
顔
係
な

き
翌

的

･
自
富

国
警

形
成
せ
ん
が
た
め
に
欝

に
琵

せ
ん
と
す
る
移
住
者
の
]
圏
』
(P
cxoFf.rna;"ibi｡
･)
た
る
こ
と
'
警

せ
ぼ

『
誓

約
に
は
豊

-

も
･
雪

の
芳

島

市
と
の
間
に
雷

も

欝

警

も
の
』

(軍

事

)
(Neverthele審
-he

tie
d

W
h
ic
h

b
ond
a
cotonyt
o

i訂

m
othe
city
w
e】リe
StrO
n
g
.
though
not
of
a
potitic
ol
chal･
aCter
.)

た
る
意
味
を
有
す
る

の
で
あ
る
｡
然
ら
ば
前
述
の

冒

三

ア
』
と
の
閏
に
は
可
な
Jq
の
差
異
が
あ
格
評
に
し
て
.
即

『
コ
ロ
,f
ア
』
に
於
け
る
が
如
-

農
業
的
な
る
意
味
は
表
面
上
全
然
な
く
､
又
政
治
的
確
屠
頗
係
も
な
-
､
殆
ど

『
放
棄
』
に
近
5
の
で
あ
っ
て
'
只
主
た
る
共
通
鮎

と
認
む
'(
き
も
の
あ
ら
ば
､
そ
れ
は
他
地
方
へ
移
住
す
る
の
ー
事
の
み
で
あ
る
.
さ
れ
ば
.
右
の
範
囲
内
に
於
て
す
ら
も

『
コ
p
エ

ア
』
に
該
富
す
る
希
晩
語
と
し
て

『
ア
ポ
イ
キ
ア
』
を
畢
ぐ
る
こ
と
は
甚
だ
失
富
た
る
の
誹
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る
｡

ヽ

加
之
､
又
他
面
よ
カ
す
る
も
'
元
衣
希
臓
人
は
落
馬
人
と
は
図
家
形
成
腰
棟
を
異
に
し
て
､
即
所
謂
小
国
家
主
事
的
で
あ
少
､
囲

ヽ
ヽ
ヽ

氏
自
身
の
封
外
的
経
営
を
喜
び
-
過
剰
人
口
の
移
膳
を
力
め
た
;p
と
は
柾
-
積
極
的
倭
土
蹟
張
策
を
と
ら
ず
し
て
､
寧
ろ
消
極
的
必

要
よ
り
領
地
を
求
め
た
の
で
あ
る
｡
比
の
問
の
事
情
を
倍
詳
述
す
れ
ば
､
古
代
の
希
晩
に
於
て
は
奴
轟
の
使
用
感
に
し
て
.
鳥
に
市

民
自
ら
弊
働
に
従
事
す
る
の
必
要
な
-
'
従
っ
て
有
篤
の
士
に
し
て
無
事
に
苦
し
む
も
の
決
し
て
静
夜
か
ら
ざ
少
し
が
'
他
方
都
市

は
狭
院
に
過
ぎ
そ
の
た
め
彼
等
を
し
て
十
分
に
手
配
を
獲
揮
せ
し
む
る
の
銀
地
を
輿

へ
す

.速
に
希
簡
閲
の
政
治
的

･
社
食
的
状
態

に
不
満
を
抱
く
も
の
漸
-
多
数
と
な
り
､
そ
れ
等
の)も
の
は
自
国
を

『
放
棄
』
し
て
そ
の
駿
足
を
伸
ば
し
得
べ
き
天
地
を
求
め
ん
と



す
る
の
念
に
格
ゆ
る
や
甚
だ
切
な
る
も
の
が
あ
っ
た
｡
斯
る
間
に
醸
成
せ
ら
れ
た
散
骨
的

｡
政
治
的
乳
横
を
緩
和
せ
ん
と
し
て
探
ら

れ
た
方
策
に
二
方
法
が
あ
っ
て
､
即
そ
の

1
は

『
オ
ス
,l
ラ
シ
ズ
ム
』
(O
straciqm
〕-

嘱
殻
法
な
る
強
制
的
方
法
で
あ
っ
て
'
此

方
法
は
紀
垂
聖
ハ
世
紀
頃
経
典
に
於
て

C
T.eisLh
enes
の
創
定
に
か
か
る
も
の
で
二

ハ
千
人
のO
国
民
が
見
て
以
て
不
快
な
り
.
危
険

な
少
と
せ
ら
れ
た
る
も
の
は
､
そ
の
罪
過
の
有
無
を
問
は
ず

.十
年
間
園
外
に
追
放
せ
ら
る
る
方
法
で
あ
･e
/

そ
し
て
そ
の
投
票
は

嘱
殻

(O
straka)
に
記
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
そ
の
名
が
あ
る
｡
世
に
所
謂
弼
殻
追
放
と
は
即
と
の
こ
と
で
あ
る
｡
そ
の
二
は
自
由
的

方
法
で
あ
っ
て
'
今
問
題
と
な
っ
て
居
る

『
ア
ポ
イ
キ
ア
』
が
JJ
れ
で
あ
る
｡
即
既
に
三
日
し
た
る
が
如
き
精
神
的
活
動
に
封
す
る

憧
障
者
よ
り
起
る
頻
凱
濠
防
方
法
と
し
て
彼
等
の
自
由
蟹
展
に
殆
ど

重
ね
た
も
の
で
'
希
臓
の
橿
民
的
活
動
も
亦
そ
の
端
を
此
虚
に

お

-
の
で
あ
る
｡
さ
れ
ば
そ
は
不
可
避
的
必
要

(irresistible

necessity
)
叉
は
消
極
的
意
義
を
有
し
て
居
た
も
の
と
考
ふ
る
JJ
と

が
出
来
る
｡
果
し
て
然
ら
ば
斯
-
て
結
果
さ
れ
た
る
希
晩
人
の
移
住
先
は
､
未
開
若
-
は
母
国
と
何
等
の
攻
治
的
連
顔
な
-
､
恰
も

弼
立
国
同
様
で
あ
っ
た
JJ
と
は
想
像
す
る
に
牲
-
な
い
O
脚

『
ア
ポ
イ
キ
ア
』
は

F.コ
ワ
ニ
ア
』
の
如
-
積
極
的
動
機
で
は
な
-
.

屯
臼
的
及
び
従
属
的
特
質
を
有
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
故
に
､
斯
る
茸
際
的
方
面
か
ら
考
ふ
る
も
是
等
の
繭
語
を
同
様
な
り
と
見

倣
す
JJ
と
は
断
誓

是

な
い
｡

韓

tofnh
l?ilodL
m㌔
7166.-
(1Eg‥
c
Tn
on
rorag,;!Bi.i
･pp,T･5986_-69.T
aITea.apn･d:219iidf
g.a
ST
ss:
iTn･obTof,.HT
s:
‥

q
yo串

Apnp:i;;
L
c
ivlaizaii902n4･.
｡･1帖
k
li
2B
･
J･ie
irL7.ndpopT･2i
l

e,8
f

nCien
t

併
し
な
が
ら
､
エ
ヂ
ャ
I
t
ン
及
び
モ
ー
リ
ス
も
指
摘
し
て
居
る
が
如
-

『
ア
ポ
イ
キ
ア
』
が
本
国
と
敬
治
的
に
薦
緑
し
た
と
は

扱
.
そ
の
こ
と
を
以
て
宜
に
散
骨
的
無
縁
を
意
味
す
る
も
の
と
な
せ
ば
そ
姓
大
な
る
誤
謬
で
あ
る
｡
彼
等
移
住
者
の
7
鮪
が
本
国
を

精
丘
枚
び
掘
民
地
の
字
乾

(

)
]
〓

こ

)▲ま7
7



第
四
十
三
春

苓
1
一班

Lr1ニ
こ

こ

lI
三
四

辞
す
る
際
'
崇
厳
在
る
宗
教
的
式
典
が
行
は
れ
'
叉
嶺
年
債
着
を
本
国
に
沈
通
し
て
固
辞
の
塞
洞
に
整
斉
せ
し
め
'
侍
叉
本
国
よ
少

招
酵
し
た
る
伶
侶
に
7
切
の
宗
教
的
事
務
を
委
任
し
た
る
が
如
き
､
又
分
離
せ
る
地
方
が
新
に
分
離
す
る
地
方
を
汲
生
す
る
際
の
如

き
豊

警

豊

の
首
億
者
.(
オ
イ
キ
ス
テ
ま

)
姦

ふ
る
が
如
き
は
そ
の
著
し
き
例
で
あ
ら
う
｡
(野

郎
B
･itiiili;,.Pini:.町
1
8+)

而
し
て
JJ
れ
亦

『
コ
ロ
エ
ア
』
に
於
て
見
ら
れ
ざ
る
等
柄
で
あ
る
｡
(芭

(註
)

後
日

『
ア
ポ
イ
キ
γ
』
は
『
コ
ロ
ニ
7
』
と
托
そ
の
性
質
呉
れ
ろ
を
知
る
に
及
ん
で
.
之
各
課
ぜ
ら
.る
ろ
こ
と
な
く
.叉
静
観
語
に
於
て
も

『

…
エア』(
KOA
,a"a)と
警

ろ
る
に
至
つ
㌔

(%
XoflOorndj
"ibid
･)

以
上
に
よ
っ
て

『
コ
ワ
ニ
ア
』
と

『
ア
ポ
イ
キ
ア
』
の
各
本
質
並
に
そ
の
異
同
を
舞
じ
た
の
で
あ
る
が
二
光
釆
希
隠
時
代
の
植
民

的
括
動
に
は
右
の
外
に
尚
羅
馬
の

『
コ
ロ
ニ
ア
』
に
比
較
的
近
似
性
を
有
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
.
そ
れ
は
経
典
市
民
の
移
住
で
あ
っ

て
､
そ
の
鮎
か
ら
希
傭
人
は
こ
れ
を

『
ク
レ
ル
ヒ
ア
』
FCA
FZP
OX
(
a
)

と
諾
し
た
O
『
希
膿
の
歴
史
家
が
羅
馬
の
｢
コ
ワ
ニ
ア
｣
を
諾
す

る
に

｢
ク
レ
ル
ヒ
ア
｣
と
い
ふ
語
を
用
払
た
』
と
エ
ヂ
ャ
-
ニ

教
授
が
言
っ
て
居
る
の
墓

そ
の
警

あ
ら
う
｡
(韓

tp..ni8
.)

然
ら
ば

｢
ク
レ
ル
ヒ
ア
』
の
鴫
質
並
に
こ
れ
が

『
コ
ロ
こ
ア
』
と
の
異
同
を
究
む
る
こ
と
は
'
又

『
コ
ロ
ニ
ア
.Lf
の
特
質
を
明
瞭
な

ら
し
む
る
所
以
で
あ
ら
う
O

元
来

『
ク
レ
ル
ヒ
ア
』
は
N
l
lzp
o
S
(
lo
t)
)
e
x
w

(
t
o
h
a
v
e
)

の
合
成
的
意
義
に
し
て
.
腰
戎
に
よ
り
て
土
地
の
剖
雷
を
受
-
る
こ

と
.
即

T
he
al
10宮
pen
t
of
la
n
d
to
citizens
in
a
fo
re小gn
c
o
u
ntry
覆
る
JJ
と
を
そ
の
東
光
的
意
義
と
す
る
の
で
あ
る
が
-

(打
indgii.aIB
aLneq
x
PccooDi.t･
PG.i.C4eSk6:)
夫
の
芸

の
讐

芸

ス
が
.
紀
元
前
誓

九
十
年
∵

丁

ゲ
警

渡
豊

実

を
征
服
せ
ん
七



し
'
(
&

1,1
剛
配

賦
撃
J

却
っ
て
莞

市
民
に
警

れ
て
望

遠

腺
の
表

違

憲

典
に
移
･sa
t
経
典
望

去

海
遠

島

有
す
る
に
至
っ
た
｡
所
が
そ
れ
等
の
領
地
に
封
す
る
関
係
は
'
ケ
ラ
ー
も
モ
ー
リ
ス
も
共
に
指
摘
し
て
居
る
が
如
-
､
そ
の
樽
質
が
崖

屡
羅
馬
の

『
コ
ロ
ニ
ア
』
に
封
比
せ
ら
る
る
程
類
似
し
て
居
て
､
即
母
市
(
碓
典
市
)
と
密
接
な
る
碇
屈
閲
係
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
O

(S
CE
?rS
.ibi:1･u
npdP･7
.49MI
o5r::lS.eSiPGid
Totep.2)1K961
1nBrl,.
a
･)

経
典
若

造

該
償
地
中
の
空

地
書

市
民
に
分
配
し
､
市
民
臆
の
保

書

評
し
つ
つ
農
業
的
経
督
差

さ
し
め
た
の
で
あ
る
O
(T
p?rlris･i
bado:)
『
ク
レ
ル
ヒ
ア
』
至

急

昆

こ
れ
で
雪

｡
さ
れ
ば

『
ク
レ
ル
ヒ
ア
』
は
夫
の

『
ア
ポ
イ
キ
ア
』
が
母
観
と
は
政
治
的
従
属
関
係
な
き
と
は
趣
を
異
に
し
､
母
市
と
の
問
に
従
属
関
係
の

存
し
た
こ
と
.及
び
希
鷹
国
民
全
鰐
の
牽
展
に
非
ず
し
て
経
典
市
民
の
頚
展
た
る
こ
と
等
の
主
な
る
差
異
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

斯
-
て
そ
の
本
質
が
究
明
せ
ら
れ
た
以
上
は
進
ん
で

『
コ
ロ
ニ
ア
』
と
の
異
同
を
槍
す
る
で
あ
ら
う
｡

さ
て
『
ク
レ
ル
ヒ
ア
』
が
『
コ
コ
エ
ア
』
と
類
似
し
て
居
る
鮎
は
'
前
述
の
如
-
分
配
せ
ら
れ
た
る
地
方
と
母
団

(
母
市
)
と
の
問

に
政
治
的
従
属
関
係
が
存
し
て
居
る
JJ
と
'
農
業
的
経
営
を
麓
す
JJ
と
.
市
民
樺
を
保
有
し
っ
つ
国
民
の
1
部
が
そ
の
困
髄
的
意
識

に
訴

へ
て
新
た
な
る
地
方
に
移
住
す
る
JJ
と
が
こ
れ
で
あ
る
O
さ
れ
ば
此
鮎
か
ら
す
る
と

『
ア
ガ
イ
キ
ア
』
が

『
コ
ロ
ニ
ア
』
に
該

響

-

い
ふ

｢
聖

芸

の
説

(露

謂

撃

よ
り
も
這

丁ろ

『
ク
レ
:

ア
』
が

冒

三

ア
』

に
近
樫

を
も
つ
と
い
ふ
方

が
造
か
に
適
切
で
あ
ら
う
｡

併
し

な
が
ら
そ
の
FJ
と
は
雨
着
の
全
然
同

7
た
る
こ
と
を
意
味
せ
な
S
｡
印

『
コ
ロ
こ
ア
tB
が
文
壁
上

農
業
経
営
の
意
を
表
現
す
る
も
'『
ク
レ
ル
ヒ
ア
』
は
蜜
際
上
に
於
て
始
め
て
そ
れ
を
見
る
べ
-
三
脚
者
が
遼
窟
守
備
乗
農
薬
的
な
り

L
に
､
後
者
は
唯
そ
の
後
牛
の
意
味
を
有
す
る
の
み
で
あ
少

.倍
叉
最
も
興
る
鮎
は
､
前
者
が
移
住
地
に
定
着
す
る
を
超
封
的
必
要

植
民
及
び
械
民
地
の
字
義

(三
二
ニ)

一
三
五



弟
四
十
三
食

弗
二
歩

(
三
1
四
)

一
三
六

煤
件
と
す
れ

ども
､
後
者
は
土
地
の
分
配
を
受
け
た
る
者

(allotees)
が
必
ず
し
も
定
着
す
る
を
要
せ
ず
､
母
市
に
締
り
て
地
代
を

牧
む
る
所
謂
外
望

(absentee)
た
る
JJ
と
富

得
る
撃

-

0

(
劉
硝
i
iBPO塊
)

こ
れ
蓋
し
蓬

守
備
の
任
な
き
を
撃

で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
.
侍
此
外
に
何
れ
が
原
語
で
､
何
れ
が
詩
語
で
あ
る
か
と
い
ふ
見
地
'『
コ
ロ
ニ
ー
A
に
封
す
る
緊
密
性
の
見

地
等
か
ら
雨
語
の
差
異
は
認
め
得
ら
る
る
も
'
左
程
重
要
事
項
で
は
な
か
ら
う
｡

之
を
要
す
る
に
以
上
に
よ
っ
て
'
私
は
今
日
我
国
に
於
て
殆
ど

区
別
な
-
用
払
ら
れ
て
居
る

『
殖
民
』
と

『
植
民
』
と
に
就
て
.

用
語
の
一
般
的
傾
向
.
曙
に
拳
術
的
用
語
傾
向
か
ら

『
植
民
』
を
使
用
す
る
旨
を
述
べ
'
碕
じ
て
我
国
の

『
抵
民
』
及
び
『
植
民
地
』

に
該
常
す
る
翫
洲
語
の

F'J

p
JII
』
の
語
源
た
る
粒
典
語
の

『
コ
ワ
ニ
ア
』
に
滞
り
'
更
に

『
コ
B
エ
ア
』
と
往
々
に
し
て
混
同

せ
ら
る
る
棋
あ
る
希
膿
語
の

『
ア
ポ
イ
キ
ア
』
に
就
て
l
言
し
'
併
せ
て

『
ク
レ
ル
ヒ
ア
』
に
就
て
群
じ
'
よ
っ
て
以
て

『
コ
｡
ニ

ア
』
の
特
質
を
明
か
に
し
.『
コ
ロ
ニ
ー
』
の
本
質
究
明
に
資
せ
ん
と
し
た
次
第
で
あ
っ
て
'
約
言
す
れ
ば
､
植
民
及
び
植
民
地
の
字

義
に
就
て
私
見
の
存
す
る
所
を
述
べ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
｡
若
し
夫
れ
梧
民
及
び
梧
民
地
の
意
義
に
至
っ
て
は
他
の
機
骨
に
於
て
説

述
す
る
で
あ
ら
う
｡

(先
)


